
作成日： 2019/7/22

USD/JPY
■基本データ

[四本値] ※黄色：週間高値／安値 [高値・安値]
始値 高値 安値 終値 過去5日 過去20日 過去75日

19/07/12(金) 108.47 108.61 107.80 107.89 高値 108.37 108.99 112.40

19/07/15(月) 107.87 108.11 107.80 107.90 安値 107.21 106.78 106.78

19/07/16(火) 107.88 108.37 107.82 108.25 [移動平均]
19/07/17(水) 108.23 108.32 107.96 107.96 5日 20日 75日

19/07/18(木) 107.95 108.02 107.21 107.31 19/07/12(金) 108.49 108.03 109.75

19/07/19(金) 107.28 107.98 107.22 107.74 19/07/19(金) 107.83 108.00 109.50

前週末比 -1.19 -0.63 -0.59 -0.15 前週末比 -0.65 -0.03 -0.24

■テクニカル指標

[ＭＡＣＤ] [ストキャスティクス] [ボリンジャーバンド］
MACD Signal %K線（9） %DS線（5） ＋2σ(20) －2σ(20) バンド幅

19/07/12(金) -0.11 -0.23 24 77 109.02 107.04 1.98

19/07/19(金) -0.19 -0.13 30 35 108.91 107.09 1.82

前週末比 -0.08 0.10 6 -42 -0.11 0.05 -0.16

［チャート］

■チャートコメント

情報提供元：（株）チャートリーディング
本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたし
ます。また、本レポートに記載された意見や予測等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株式会社チャートリーディングは
一切の責任を負いかねますことをご了承願います。

（株）チャートリーディング　井上　義教

（１）先週は、火曜日に高値を付け、木曜日に安値付ける展開でした。中期の移動平均線を境に上下を繰り返してるだけで木曜日の下押しも金

曜日の陽線で押し返され、大きな方向性という点では依然としてトレンドらしい動きには発展していません。ただ、長期の移動平均線が継続して

下向き推移を続けており、実体線は緩やかな下落トレンドを描く可能性が高いのではないかと思います。

（２）移動平均線は、３本とも下落しました。実体線の居場所は、先週末に戻したとはいえ短期の移動平均線のまだ下側、中期・長期の移動平

均線がその上側に位置していることから下落トレンド継続中という判断で良いのではないでしょうか。問題はそのペースで、陽線と陰線が交互

に出現しているうちは、リスクテイクしにくい状態が続きそうです。

（３）今週は、少し様子を見てみたい感じがします。ただし、先週の安値割れは買い方が投げてくるポイントだと思いますので、そこは少し売りで

攻めてみたい感じがしますね。いずれにしても、大きなトレンドに発展する可能性は高くなさそうですので、細かいトレンドをしっかりと取りに行く

ようなトレードスタンスが良いのではないかと思います。
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作成日： 2019/7/22

EUR/JPY
■基本データ

[四本値] ※黄色：週間高値／安値 [高値・安値]
始値 高値 安値 終値 過去5日 過去20日 過去75日

19/07/12(金) 122.11 122.23 121.51 121.60 高値 121.85 123.35 126.81

19/07/15(月) 121.57 121.85 121.42 121.46 安値 120.78 120.78 120.78

19/07/16(火) 121.49 121.68 121.10 121.33 [移動平均]
19/07/17(水) 121.34 121.48 121.16 121.17 5日 20日 75日

19/07/18(木) 121.18 121.22 120.78 121.00 19/07/12(金) 121.93 121.92 123.32

19/07/19(金) 120.98 121.28 120.81 120.88 19/07/19(金) 121.17 121.83 123.06

前週末比 -1.13 -0.95 -0.70 -0.72 前週末比 -0.76 -0.09 -0.26

■テクニカル指標

[ＭＡＣＤ] [ストキャスティクス] [ボリンジャーバンド］
MACD Signal %K線（9） %DS線（5） ＋2σ(20) －2σ(20) バンド幅

19/07/12(金) -0.15 -0.16 23 29 122.73 121.10 1.63

19/07/19(金) -0.31 -0.20 6 22 122.82 120.83 1.99

前週末比 -0.16 -0.04 -17 -7 0.09 -0.27 0.36

［チャート］

■チャートコメント

情報提供元：（株）チャートリーディング
本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたし
ます。また、本レポートに記載された意見や予測等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株式会社チャートリーディングは
一切の責任を負いかねますことをご了承願います。

（株）チャートリーディング　井上　義教

（１）先週は、月曜日に高値を付け木曜日に安値を付ける展開でした。週を通じて軟調な展開が続き、陰線ばかりが連なる状況です。また、週間

の安値は木曜日に付けていますが、金曜日も上ヒゲの目立つ形状で結局安く引け、先安感を醸し出しての越週となっています。楽観視は禁物

ですが、中期の移動平均線から乖離していく可能性が高そうですね。

（２）移動平均線は、３本とも下落しました。実体線＜短期＜中期＜長期という並び順が形成されており、下落トレンド継続中という判断でよいで

しょう。また、実体線の終値水準もこれまでの重要なサポートラインを下回っており、そういった観点でも先安感が強い状況と言えそうです。

（３）今週は、売り先行で臨みたいところです。先週の動きを見る限り、買い方は、買い下がっては投げ、買い下がっては投げ、いわゆる売り回

転が効いている状況です。金曜日の戻りも上ヒゲであっさりと否定されており、更なる買い方の投げが持ち込まれる可能性が小さくないものと

考えます。安いからという理由で買うことなく、しっかり売り先行で臨みたいところです。
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作成日： 2019/7/22

GBR/JPY
■基本データ

[四本値] ※黄色：週間高値／安値 [高値・安値]
始値 高値 安値 終値 過去5日 過去20日 過去75日

19/07/12(金) 135.85 136.02 135.50 135.69 高値 135.84 137.79 147.01

19/07/15(月) 135.61 135.84 134.95 135.05 安値 133.85 133.85 133.85

19/07/16(火) 135.03 135.26 133.97 134.30 [移動平均]
19/07/17(水) 134.33 134.62 133.96 134.21 5日 20日 75日

19/07/18(木) 134.22 134.82 133.85 134.63 19/07/12(金) 135.79 136.19 140.63

19/07/19(金) 134.62 135.00 134.47 134.73 19/07/19(金) 134.58 135.74 139.86

前週末比 -1.22 -1.02 -1.03 -0.96 前週末比 -1.20 -0.45 -0.77

■テクニカル指標

[ＭＡＣＤ] [ストキャスティクス] [ボリンジャーバンド］
MACD Signal %K線（9） %DS線（5） ＋2σ(20) －2σ(20) バンド幅

19/07/12(金) -0.71 -0.80 30 23 137.15 135.23 1.92

19/07/19(金) -0.83 -0.78 36 21 137.37 134.11 3.26

前週末比 -0.13 0.01 6 -2 0.22 -1.12 1.34

［チャート］

■チャートコメント

情報提供元：（株）チャートリーディング
本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたし
ます。また、本レポートに記載された意見や予測等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株式会社チャートリーディングは
一切の責任を負いかねますことをご了承願います。

（株）チャートリーディング　井上　義教

（１）先週は月曜日に高値を付け、木曜日に安値を付ける展開でした。あまり大きな動きには発展していませんが、それでも週を通じての値幅は

2円程度ということで、短期のトレードについては、対円の通貨ペアの中では、そこそこチャンスがあったと思います。それにしても、だらだらと下

げ続ける相場が続いていて、ある程度、逆指値の損切りを遠目に置いてる人は、売りポジションで大きな収益につながっているかもしれません

ね。

（２）移動平均線は、３本とも下落しました。ドル円もユーロ円も３本の移動平均線が下落していますが、その下落の幅が全く異なります。ポンド

円の移動平均線の下落幅はかなり大きく、買い方に与えるダメージも小さくないものであることが分かりますね。

（３）今週は、売り先行で臨みたいところです。先週末に若干戻したとは言え、趨勢としては下を向いてることはチャートとからも明らか、従って、

例えば先週の金曜日の安値割れとか、あるいは木曜日の安値割れをしっかりとコツコツ叩いて行くようなスタンスで臨むと良いのではないでしょ

うか。これだけの下落が続くと、大きな陽線が出るまではスタンスを買い転換する必要はないと思います。
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作成日： 2019/7/22

AUD/JPY
■基本データ

[四本値] ※黄色：週間高値／安値 [高値・安値]
始値 高値 安値 終値 過去5日 過去20日 過去75日

19/07/12(金) 75.66 75.90 75.54 75.77 高値 76.14 76.28 80.72

19/07/15(月) 75.73 76.02 75.62 75.94 安値 75.45 74.34 73.93

19/07/16(火) 75.93 76.14 75.83 75.89 [移動平均]
19/07/17(水) 75.88 76.00 75.69 75.69 5日 20日 75日

19/07/18(木) 75.67 75.99 75.45 75.92 19/07/12(金) 75.63 75.21 76.82

19/07/19(金) 75.90 76.10 75.82 75.90 19/07/19(金) 75.87 75.58 76.60

前週末比 0.24 0.20 0.27 0.14 前週末比 0.23 0.37 -0.22

■テクニカル指標

[ＭＡＣＤ] [ストキャスティクス] [ボリンジャーバンド］
MACD Signal %K線（9） %DS線（5） ＋2σ(20) －2σ(20) バンド幅

19/07/12(金) 0.03 -0.04 80 61 76.35 74.08 2.27

19/07/19(金) 0.10 0.05 75 66 76.30 74.87 1.43

前週末比 0.07 0.09 -5 5 -0.05 0.79 -0.84

［チャート］

■チャートコメント

情報提供元：（株）チャートリーディング
本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたし
ます。また、本レポートに記載された意見や予測等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株式会社チャートリーディングは
一切の責任を負いかねますことをご了承願います。

（株）チャートリーディング　井上　義教

（１）先週は、火曜日に高値を付け、木曜日に安値を付ける展開でした。オージー円は、対円の通貨ペアの中では最もしっかりしていて、スキあ

らば上値追いの可能性もなくはないというチャート形成となっています。長期の移動平均線が実体線の上側にそびえ、若干重い印象もあります

が、一方で下値切り上げのチャートの形状も目立っていますので、下値不安はそれほど高くはないと思います。

（２）移動平均線は、短期・中期が上昇、長期が下落という形でした。実体線の居場所は継続的に中期の移動平均線の上方を維持しており、中

期の移動平均線自体も下値を切り上げてきていることから、若干先高感の強い形状といえそうです。一方で、長期の移動平均線が下向き推移

であることは気になるところではありますが、いずれ攻防のポイントを迎え、上方にブレイクする可能性が高いのではないでしょうか。

（３）今週は、やや買い先行で臨みたいところです。実体線の居場所が高い位置をキープしていること、先週末の引け味もそれほど悪くないこと

から、ジリジリと上値追いの動きを見せるのではないでしょうか。長期の移動平均線が上方にそびえており、戻り売りが入りやすいことで大きな

上伸は望めないかもしれませんが、それは却って、将来的には買い物し圧力として作用する可能性が高いものと考えます。
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作成日： 2019/7/22

EUR/USD
■基本データ

[四本値] ※黄色：週間高値／安値 [高値・安値]
始値 高値 安値 終値 過去5日 過去20日 過去75日

19/07/12(金) 1.1254 1.1275 1.1238 1.1270 高値 1.1284 1.1412 1.1412

19/07/15(月) 1.1268 1.1284 1.1253 1.1257 安値 1.1200 1.1193 1.1107

19/07/16(火) 1.1259 1.1263 1.1202 1.1209 [移動平均]
19/07/17(水) 1.1211 1.1234 1.1200 1.1223 5日 20日 75日

19/07/18(木) 1.1225 1.1280 1.1205 1.1276 19/07/12(金) 1.1239 1.1286 1.1237

19/07/19(金) 1.1276 1.1282 1.1203 1.1219 19/07/19(金) 1.1237 1.1280 1.1238

前週末比 0.0023 0.0007 -0.0035 -0.0051 前週末比 -0.0002 -0.0006 0.0001

■テクニカル指標

[ＭＡＣＤ] [ストキャスティクス] [ボリンジャーバンド］
MACD Signal %K線（9） %DS線（5） ＋2σ(20) －2σ(20) バンド幅

19/07/12(金) -0.0002 0.0009 60 14 1.1413 1.1159 0.0254

19/07/19(金) -0.0009 -0.0005 28 41 1.1401 1.1160 0.0241

前週末比 -0.0006 -0.0014 -32 27 -0.0012 0.0001 -0.0013

［チャート］

■チャートコメント

情報提供元：（株）チャートリーディング
本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。投資方針や時期選択等の最終決定はご自身で判断されますようお願いいたし
ます。また、本レポートに記載された意見や予測等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株式会社チャートリーディングは
一切の責任を負いかねますことをご了承願います。

（株）チャートリーディング　井上　義教

（１）先週は、月曜日に高値を付け、水曜日に安値を付ける展開でした。週を通じて大きな動きを見せているわけではないのですが、日足の胴

体部分は意外に大きなものが続き、しかも陽線と陰線が交互に出現し、長期の移動平均線を境に上下動を繰り返しているという、そういう状況

ではないでしょうか。

（２）移動平均線は、３本ともほとんど動きませんでした。実体線が上下に不規則な動きを繰り返してるだけで大きな流れに発展してるわけでは

ありませんので、これは当然と言えるかもしれませんね。むしろ、実体線が長期の移動平均線を境に上下動を繰り返しているということから、ト

レンド性の動きがないという判断の根拠になるところでもあります。

（３）今週は、様子を見るようにないと思います。実体線の動きは、長期の移動平均線から上の方に乖離すれば戻り、下の方に乖離すれば戻る

という状況ですので、このチャート形成で強弱を論じるのは難しいと思います。懐を広く構え、大きな動きが現れてからトレンドへの発展の可能

性を考慮に入れるというスタンスで十分かと思います。
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